
感染症対策無償は、開発途上国の人々の生命を脅かすポリオ、結核、マラリア、エイズなど、さまざまな

感染症の抑制をめざしてワクチン接種や治療薬の投与などを目的とした無償資金協力です。 

感染症対策無償とは… 

JICSの役割 
JICSは、感染症対策の分野において、1997年よりJICA（独

立行政法人国際協力機構／前国際協力事業団）からの委

託を受け、必要とされる資機材についての調査を国内およ

び現地において実施しています。また、この調査ののち、

相手国政府との契約に基づき、調達の監理を行っています。 

感染症対策無償は緊急性が高く、ワクチンや医薬品は

使用期限も限られているため、プロジェクトの監理には非

常に高い迅速性と的確性が求められます。JICSは調達監

理機関として、開発途上国の保健・医療分野の向上に貢

献しています。 

モザンビーク―マラリア検査のための血液採取 ラオス―薬剤再浸漬のために蚊帳を持ち寄る村人 
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ザンビア―保健省の担当者と、
到着した感染症治療キットを
確認するJICS職員 

ベトナム―麻疹（はしか）の
予防接種を受ける子ども 

ニカラグア―
乳幼児への予
防接種 
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ケース　　スタディ 
感染症対策計画（2期）（タンザニア連合共和国） 2003年度 

（件数） 

アジア 

アフリカ 

中南米 

総計 22 件 

11
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HIV/AIDS感染拡大予防の機材調達 
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資機材供与 
施設など応急対策 

●事業概要：タンザニアのHIV・AIDS/性感染症対策に必要とされる薬などを調達 

 

　国連エイズ計画（Joint United Nations Programme on HIV/AIDS: UNAID）の発表

では、2001年末にはタンザニア国内の感染者数は150万人にのぼり、年間死亡者数は

14万人を越えたと推定されています。同国保健省は全人口の9.6%がHIV陽性（HIV

感染者）と推計していますが、とりわけ生産人口における感染率の高さが深刻で、社

会経済に与える影響も大きいことが懸念されます。  

　このような状況を改善するため、HIV検査キット、梅毒検査キット、性感染症治療

薬が調達されました。これにより、輸血ドナー検査、VCT＊が全国レベルで強化され、

輸血の安全性が確保されるとともに、性感染症治療薬投与により適切な性感染症の治

療を受けられる患者が増加し、感染拡大の防止を図ることが期待されています。 

＊VCT：Voluntary Counselling and Testing = 自発的カウンセリングおよび検査 
調達されたHIV検査キットは、主にVCT、病院での
輸血の検査などに使用される 
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